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令和７年度全国学力・学習状況調査結果の返却について 

 

  

秋晴の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素は本校教育活動に深いご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、４月１７日に実施しました全国学力・学習状況調査（生徒質問用紙・国語・数学・理

科）の結果が返送されてまいりました。調査結果について、第３学年生徒の学力・学習状況の

報告をさせていただきます。 

以下、本年度の本校の調査結果を考察いたしましたので、その結果についてお知らせいたし

ます。 

【国語】 

 本校の生徒は、文脈に即して漢字を正しく使うことができたり、自分の考えが伝わる文章に

なるように根拠を明確にして書くことができたりする力はある。また、表現の効果を、根拠を

明確にして考えることができる力も、平均と比べても同等の力がある。しかし、資料や機器を

用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する力や文章の構成や展開につい

て、根拠を明確にして考える力が不足している。さらに、読み手の立場に立って文章を整える

力が全国平均や兵庫県の平均と比べてかなり低い状況である。 

 これらのことを踏まえて、学校貸与端末を用いて資料や図表・グラフを読み取る授業を多く

したり、コミュニケーション力を高めるために話し合いの場を設けて、それをもとに文章を書

くような授業をしたりして、不足している力を養っていきたい。また、相手の立場に立って物

事を考え話したり書いたりする時間を増やし、相手を思いやる力も身につけさせたい。 

【数学】 

領域別にみると、「数と式」「図形」「データの活用」の 3 つの領域で全国平均や兵庫県の平均

正答率を下回っている。一方で「関数」の領域では大きく上回っていた。領域ごとに大きく差

があるため、領域を横断的に捉えて学習する部分が希薄であると感じる。 

また、観点別でみると「知識・技能」が全国平均や兵庫県の平均と同等なのに対して、「思考・

判断・表現」では全国平均や兵庫県の平均正答率を下回っている。基礎的な知識技能が数学的

思考を用いて問題解決を図ることに結びついていない点が課題にあげられる。 

一方で、問題形式では、選択式、短答式ではある程度解答ができているのに対して、記述式

の正答率が全国平均や兵庫県の平均と比較しても低かった。ただし、記述式の問では、全 5 問

すべて無回答率が全国平均や兵庫県の平均より低いため、記述式に対して最初から諦めること



なく自分なりに思考し、論述しようとする姿勢がうかがえる。 

これらのことを踏まえて、領域、観点に関わらず、順序立ててアプローチすることで問題解

決力を高めることを目標に取り組みたい。 

【理科】 

全体的な正答率は全国平均や兵庫県の平均をやや上回っている。IRT バンド分布グラフを見

ると、低値がやや少なく、高値がやや多い状況である。 

項目別に見ていくと「知識・技能」と「思考・判断・表現」で異なる傾向が見られた。 

「知識・技能」に関する問題については、全国平均や兵庫県の平均に比べておおむね正答率が

高い。直列回路・並列回路における回路全体の抵抗に関する問題や、元素記号に関する問題は

特に顕著であり、「できる学力」については、一定程度、身についていると考えられる。 

一方、「思考・判断・表現」に関する問題のうち、特に記述式の問題に関して、全国平均や兵

庫県の平均をやや下回る結果となっている。同時に無答率も若干高めになっており、探究問題

への取り組みなどを通して「わかる学力」の向上へつなげたいと考える。 

【生徒質問紙】 

 質問に対し、「当てはまる」と答えた回答者の割合を（校内平均/兵庫県平均）で表すと、自

らに関することや生活満足度の項目では、「いじめはどんな理由であってもいけないことだと思

いますか（83.6/76.8）」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか（82.0/71.9）」「友達関係に

満足していますか（66.0/58.4）」「学校に行くのは楽しいと思いますか（55.3/45.2」「自分によ

いところがあると思いますか（45.1/39.5）」「人が困っているときは、進んで助けていますか

（42.2/36.0）」「将来の夢や目標を持っていますか（39.3/34.3）」であった。また、教師サポー

トの項目では、「先生はあなたの良いところを認めてくれていると思いますか（60.7/41.7）「先

生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えて

くれていると思いますか（43.0/29.3）と同じく高い値であった。反対に県平均よりも低かった

項目としては、１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程

度使用しましたか（1.6/23.0）と、極めて低い値の項目があった。 

 本校の生徒は、自己肯定感や生活満足度などに関する項目で兵庫県平均と比べて高い値を示

していた。教師サポートも平均よりも高い値であることから、授業や普段の何気ない会話、連

絡ノートを活用した日記のやりとりなど、生徒と教師の関わり方は、概ね良好であると言える。 

 国・数・理、いずれにおいても授業内容に対しての不満はないが、タブレットを利用した授

業作りについては、極めて低い値であった。本校では電子黒板を利用しての授業は多く見られ

るが、クロムブックを使用している時間は少ないと言える。今回の調査前にも、80 台を超える

大量の修理を行うことになったが、タブレット本体の問題が解決されたのち、活用実践を増や

し、県平均まで近づけたい。 


